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『いつでも、どこでも、だれでもが、がんの情報を得られる地域づくりをめざして』 



【人 口】 
 109,580人  
 
【世帯数】 
 47,291世帯 
 
※平成27年11月末現在  

モックル 

470床 

地域医療支援病院 

 エイズ拠点病院 

 地域がん診療連携拠点病院 

 BFH（赤ちゃんにやさしい病院）認定施設  



「がん相談支援センター」は、全国の「がん診療
連携拠点病院」や「小児がん拠点病院」「地域
がん診療病院」に設置されている、がんに関す
るご相談の窓口です。 
 
患者さんやご家族のほか、地域の方々はどなた
でも無料でご利用いただけます。 
 
「がん相談支援センター」では、がんに関する治
療や療養生活全般、地域の医療機関につい
ての情報、不安やお困りごとなど、がんに関する
さまざまな相談ができる窓口です。 



今日の話の流れ 

１．連携のきっかけは？ 
２．①お互いを見学 ＝ 知り合う 
３．②連携をする ＝ 結びつく 
４．③直接情報提供をする ＝ 交流をする 
５．連携のための関係づくりで大切なこと・その意味 
６．これからどうしましょう？＝ 今後の展望 



連携のきっかけは？ 

河内長野市立図書館の司書さんと 
          知り合う機会をいただきました。 
 

・あいさつをして 
・名刺交換をして 
・見学に来てくださいという話をして 
・その後、メールのやり取りをしました。 

2015年１月29日 
公共図書館員のための 
医療情報サービス研修会 in 大阪 
 
豊中市立岡町図書館 



① お互いを見学 ＝ 知り合う 

公共図書館員のための医療情報サービス研修会後 

メールで意見交換した上で、 

お互いの職場（特に情報を扱う側面）について 

見学し合うことから始めました。 

病院 図書館 
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【病院の情報の特徴】 

・エビデンスに基づいたものが主 
・紙媒体でないことも多い 

ケアマネージャー 等々 リーフレット、著書、冊子 

アセスメント 

その人にマッチする情報を、 
適切な媒体で 



【図書館員の方に聞かれて分かったこと】 

見学の際に、図書館員の方にいただいた質問 

Q１) 選書はどうしていますか？ 

Q２) 予算はどうしていますか？ 

Q３) 出版社等の選定はどうしていますか？ 

A１) エビデンスのあるものを選んでいます 

A２) その場しのぎです 

A３) 考えたこともありません 

書籍等の情報を扱うプロに学ぶことはとても多かったです。 

情報の偏りがない形、中長期的な整理ビジョンを持つ必要性など、自分たちにない
ものを教わりました。 

病院がどんな形で情報提供をしているのか、その方法についてもお伝えしました。 



【図書館の情報の特徴】 

・幅広い情報がある 
・紙媒体が中心。それ以外も 
・障がいを持つ方にも利用しやすい工夫 

病院では忘れ
がちな視点 

その人が求める 
情報を紹介 

直
接 

検索 



病院（がん相談支援センター） 図書館 

認知度 まだまだ認知度が低い 
利用者（約のべ3,000人/年）※病院による 

ずば抜けた認知度！知らない人はいない 
河内長野市11万人⇒年間利用者数(53.7
万人/年(平成26年度)) 

アクセス 病院に来るのは患者さん(普段は来ない) 
相談窓口を訪れるには、勇気がいる 

軽い気持ちでアクセスができる。 

場所・空間 現実的な場所(医療の場・診察の場) 
「どうしたんだろう？」と気にされる 

一歩引いて自分をみれる 
居続けても干渉されない、気にならない 
落ち着く空間が用意されている 

情報を得るには 相談が中心（情報室を利用することもある） 
自分のプライベートな部分も伝えないといけない。 
体力・精神的なしんどさ（人と接する・話す） 

本が中心（レファレンスを利用することもある） 
自分のペース、タイミング、時間で 
 

情報の内容 紙媒体は提供方法に工夫が乏しい 
エビデンスの高い情報 
情報量は、多いわけではない。 

幅広い情報 
一般知識も含めて多くの情報がある 
対面での情報提供は乏しい 

【見学によって分かったこと（お互いの特徴）】 



② 連携をする ＝ 結びつく 

①お互いの特徴を生かす 
 ・病院で置く図書館情報 
   幅広い情報が図書館では提供されていることの情報 
   利用者にとって有益な情報 
 ・図書館で置くがん相談支援センター情報 
   病院では、個人にあったより専門的な情報提供ができることの情報 
   利用者にとって有益な情報 
 

上記２点で、まずは をスタートしました。 
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【病院における「情報の連携」】 

外来受診の動線上に設置した棚に、「河内長野市立図書
館」の情報を配置しました 

月に10～15部ほ
ど、減っています。 
 
毎月、図書館から
郵送いただき、更
新しています。 



【病院における「情報の連携」】 

病院エントランスの横に「患者情報コーナー」を 
設置しています。 

患者情報コーナー「陽だまり」 
の中にも設置。 

棚の上に場所を設けました。 



【病院における「情報の連携」】 

図書館だより (月１回) 

図書館の利用案内 

図書館ではどんな情報があるか 
その利用方法などが書かれている。 

病院にはなかなか置かれていない情報であるので、「読み物」と
して患者さんたちは手に取っている。 
定期的に、図書館から資料を郵送いただいている。 

図書館に入った新しい本を 
楽しく紹介しています。 



【図書館における「情報の連携」】 



【図書館における「情報の連携」】 

講演会などをする際にその広報となるパンフレット等 
もタイムリーにおいていただいております 

相談室(がん相談支援センター） 患者さん向け「患者情報コーナー」 
患者さん同士の語りの場 

がん患者サロン「ろーずまりー」 



③ 直接情報提供をする ＝ 交流をする 

一歩進んで直接情報提供をするといった、 

交流することを行いました。 

図書館におけるニーズに対して 

病院としてどのような情報提供ができるか、 

協働して考え、ひとつの企画を実施しました。 
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【プロセス】 

図書館が行っている講座の講師派遣をお願
いできないか。テーマとしては、がん患者の支援 
・協働の機会の提案 

本講座を、ソーシャルワーカー、看護師、心理
士といったチームで実施するのがいいかも 
・テーマ、内容の検討、講師の調整 

会場の確保 

講座資料等の準備 
配置資料の選定 

広報ＰＲ 

申込対応 

展示資料の確保と展示リスト作成 

 
 

講義本番 

河内長野市立図書館・大阪狭山市立図書
館・富田林市立図書館 
３市図書館連携講座 
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【実施内容】 



病院側・図書館側ともに「持ち帰りのできる冊子やパンフレット」を用意 

がんに関する図書館の本を 
選書して頂き紹介 

【実施の様子】 

受付や案内、誘導については、
図書館の方々に、ご協力いただ
きました。 



③ 直接情報提供をする ＝ 交流をする 【情報発信】 



●プロセスも大切 
①お互いを見学 ＝ 知り合う……どんなところ？っていうことを知りました。 
②連携をする ＝ 結びつく……お互いの特性を生かした情報のやり取りをしました。 
③直接情報提供をする ＝ 交流をする…一緒にひとつの企画を行いました。 
 
●思いも大切 
お互いを知り合い、交流を図ろうとするお互いの気持ちが大切だと思います。 
その中でコラボする意味や利点を感じ、さらには、「おもしろい」「楽しい」と思えることが
大切ではないかと感じています。 
 
お互いの強みを生かし、「多くの」市民・住民のＱＯＬの向上につながる意味がある 

 連携のための関係づくりで大切なこと・その意味 

【病院が考えたこと】 



【図書館が考えた】 

小西さん 
河内長野市立図書館 

花井さん 
河内長野市立図書館 

住民へ提供する医療・健康情報を充実させて、もっと図書
館を利用してほしいと考えている図書館も多いと思います。
地域の医療機関と目的意識を共有し、情報交換を重ねる
ことによって、その地域のニーズに合った新しいサービスが生ま
れるのではないかと思います。 

医療・健康情報について相談できる場所が多くあることは、いいこ
と。図書館で解決できないことを相談でいるところがあるのは、私
たちにとっても、心強いです。連携しているからこそ、できることを考
えていきたいと思います。 



これからどうしましょう？＝今後の展望 

①図書案内の医療健康情報の書架の一部に、医療健康情報に関す

るパンフレット・リーフレットのファイルや、近隣の医療健康に関する講座・

イベントのチラシ、医療健康に関する図書館所蔵ブックリストなどの配置

や、図書館員が選んだおすすめの医療健康に関する本の展示を行う書

棚を設ける。 

 

②医療健康に関する講座（昨年の引き続き） 



③がん教育の本の選定とリストの作成、団体貸出 

市内の中学校へ年に2回程度「がん教育」の出前授業を実施しています。 
 大阪南医療センター がん教育プロジェクト“くすのき” 
 http://www.ommedc.jp/~cace/ 



こんな図書ありますよ 
リストの配布や図書の紹介 

相談 団体貸出 
子どもにも読みやすい「がん」の本 
数日間自由に読めるように学校に

貸し出してくれる 

http://www.ommedc.jp/~cace/ 

教育効果の向上も期待できる 
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ご清聴ありがとうございました 



http://www.ommedc.jp/~cace/ 
  

参考 

一度、見ていただけ
れば幸いです。 


